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平成２２年（行コ）第３００号事件	 

控	 訴	 人	 藤	 	 永	 	 知	 	 子	 ほか１８名	 

被 控 訴 人	 	 	 	 	 	 埼 玉 県 知 事	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ほか４名	 

	 

証	 拠	 説	 明	 書（甲Ｂ第１８８号証～１９１号証）	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２０１３（平成２５）年７月１６日	 

	 	 

東京高等裁判所２４民事部ロＳ係	 御中	 

	 

	 	 	 	 	 	 	             	 	 	 	 	 控訴人ら訴訟代理人	 

	 弁護士	 	 佐	 々	 木	 	 	 新	 	 	 一	 	 	 	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 同	 	 	 	 野	 	 	 本	 	 	 夏	 	 	 生	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ほか	 	 

	 

	 

	 号証番号

	 	 

     標	 	 	 目（原本・写しの別）	  作成年月日	   作	 成	 者	 

甲Ｂ第１８８

号証	 

新聞記事	 写

し	 

２０１３年１

月６日	 

東京新聞	 

                	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 	 
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	 建設省が設置した治水調査会・利根川委員会等の議事録が新たに公表

されたこと、その中には、基本高水流量１万７０００?/秒という数値が

十分な議論が尽くされずに採用されたことや、より少ない数値の案が突

然消えてしまったこと等が記されていること等。	 

	 

	 

	 号証番号

	 	 

     標	 	 	 目（原本・写しの別）	  作成年月日	   作	 成	 者	 

甲Ｂ第１８９

号証	 

新聞記事	 写

し	 

２０１３年１

月１０日	 

東京新聞	 

                	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 	 

	 甲Ｂ１８８と同じ。	 	 

	 

	 号証番号

	 	 

     標	 	 	 目（原本・写しの別）	  作成年月日	   作	 成	 者	 

甲Ｂ第１９０

号証	 

利根川改修計画資料Ⅴ	 写

し	 

昭和３２年３

月３０日	 

建設省	 

                	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 	 

	 利根川調査会・利根川小委員会の議事録、同小委員会の報告書、利根

川委員会の議事録等が掲載されている。決定された八斗島地点における

基本高水推量には科学的な根拠がないこと等。	 

	 

	 

	 号証番号

	 	 

     標	 	 	 目（原本・写しの別）	  作成年月日	   作	 成	 者	 
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甲Ｂ第１９１

号証	 

カスリーン台風実績流量に関する意見

書	 

写

し	 

２０１３年２

月２１日	 

新潟大学名誉

教授・大熊孝、

拓殖大学准教

授・関良基	 

                	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 	 

	 利根川小委員会・利根川委員会の議事録には、八斗島地点上流部での

氾濫による洪水流量減少についての記述がないこと、同委員会では議論

の経過が不明瞭なまま、八斗島地点の基本高水推量が決定されたこと等

。	 

	 

	 

以	 上	 


